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一 11 - - 38 -
中国（12月〉
最後に都市を奪いとって全国的勝利をかちとることであるとした。














































































































































































































































































- 47ー 一－ XI 一一

外 交 政 i台 経 済 日 中
l. 4 1$3期全国人民代表大会第 1[ID会員直m集。 1. 6 第2軽工業部の新設を人代常務委員会で決定。
l. 10 イ ンドヰ.－， 7回避脱退に対する支持声明。 ， ms機.工業認新設． I. 12 自民党，字郎3主総府民訪中．
1. 24 期総l!「革命的関連Jに普及． l. 19 兵役期間延期を人代常務委員会で決定． I. 25 主要S量産物’65年賃上計画趨過速成． I. 19 U本共ft党宮本語障記長訪中．
2. 5 中回有E高，北ベトナム助問のソ連首相と会設。 2. 5 文学界で中間人物鎗φ活発化． 2. 22 中央気象台と水利自！，各地の￥ばつに持告． 2. 15 中関 ・尿；（｛プラ Y ト輸入取消し発表。
2. 9 北爆;ip鰻 ・対米強硬態度戸明。 2. 20 第2軽工業部の新設を人代常務委員会で決定。 2. 24 対ソf責務完務。 2. 19 人民日報， 「三矢it両Jを非嫌。
3. 2 パキスタ Y大統領の中間訪問． 3. 12 儲I布石納価符大俗f直下げ。 3. 7 訪中餓光NHBl糊出発。
3.～ 金側農村主幹.半学数f会選（3月下旬～4月）。 3. 13 華東地区の産豚数記録更新。 3. JO ，；，承志、中日友好協会々長訪日延期。
3. 23 『モスクワ 3月会議をiJす」を発表． 3. 31 関家3民本建叡事S民会の投訟を人代常務委で』i¥:i!l. 3. 18 同鹿島tぷ製泡I&-備2日l号俊完成．
4.～ 胸総理 ・隙外相の活発な訪問外交の展開。 4. 4 全国殺計工作会議開会。 4. 7 プラ λチック保稿i'iH買対前年lt4倍に激琳． 4. 15 自本中飽米12万ト Y愉入．
一 4. 12 ベ トナム問煽での関述事務総長の訪中拒絶。 4.』2 プラ Yスとの第3畠｝自の溜豊fl契約成立． 4. 20 周総耳l・ 川島副総理ジャカルタで会談。
九 5. 6 闘!I防術検査ま条例飼務錠で係択。 5. 4 同度第1号ピ： " Y工場生産開始． 5. 7 中国．ピ： . y ・プラ γトヲ砲約を破来。
5. 10 結審謀長，対決決意諭文発波． 5. 14 原編第2問実験成功． 5. 5 ジーゼル俊関車の大量生産開始。
，－‘、・ 5. 12 毛沢東ドミニ力問題について戸現。 5. 22 人民解放軍， F骨級制度を誕此． 5. 20 全国製績J.t新記録。 5. 24 日本，中聞かち生糸をi輸入．
五 6. 18 ベ争ナムでの米軍1tH苦重量破へ抗議戸明。 6. 12 耳I工業製品の｛直下げ→S聖書陸軍主工援の支緩． 6. JO 中俣契約破裂に対L，見返り瀦搬の手当。
年
6. 28 ti! 2周AA会鎗流会とAl，ナセル，スカルノ，アュ 6. 30 居室治上吹転炉の問B!化に成功『λ タラップ問題への
プ ・カーソの問者会議。 対m.
の 7. 15 ,.jp;志. ;, 1!の才tベ争ナム緩助ミサイんは見せかけ 7. 20 ＂＂宗仁もと鼠府代理総統の婦関 ． 7 - 多種経営民閃のためのキ十 Yベーン開始． 7. 16 鋭喰一 ・I有波泉氏，阪水繁代表団と tて来日．
中 と筋る。 7. 31 「5飽食民への指針J陶鈎「紅紙」に治文m壁。
国 8. l 7イジγ ト・イY ドヰシア共・産党議長勧・1,. 8. l 費電間総麗の「解放掌の民主的伝統J発1<. 8. 6 商品Ui通改革に関する中市5省試点工作会2賞。
8. 19 米関の然人騒動について f人民自報J総務。 8. 21 毛沢東の「抗日選耳障戦小の吸封印司脳J碍発淡． 8.』5 i/1，私設計都命に関するキャ Yベ－Y附始。





9. 17 イゾドに対し侵略櫛築物隙去の期限っき通告． 9. ll 第2回全間体育大会， 6年目で開幕。 9. l 「人民円後」北方地区の早省防除努力の咋びかけ． 9. 17 何本駐在中間i場純資良の来日前”可。
9. 29 線級開総理l，記者会見で強硬な怨l!I:を表明。 9. 21 民兵工作会議開催．
10 3 中関・ 3りYポジア共肉声明とその述務強化。 10. 4 北京でn本工業展覧会開幕。
10. 20 ィγドネシ7の'7y トン決起を肯定的に報滋。 10. 11 「人民自殺」 枇界革命への決意を促す往d量発＇｝. 10. 28 カナ〆との小変総入長期契約． 10. 25 麟！l副総理．何事事条約を東北アジ 7条約機構の除i¥
10. 27 m2周AA会:'JIへ不量産加声明． lO. 12 県委員会の革命化のキ命ンベーゾ0/U台。 N 「人民日報」食繊備蓄を呼びかける特集苑襲。 とJr鯵．
l l.～ “主主民に学べ”のキャ yベ－Yflll/lflo 11. l 全国大寒式農業展覧会の開幕と“大　に学べ”のキ
11. 11 「Y迷指理事部のいわゆる共肉行動についてJ発点。 11. 29 金倒基本建設会銀関係，66年度計衝とti/3次5舟王手 今γベーγPAWl。 ll. 25 鋼材の中関向け繍出大鰐に伸びる．
11. 17 例述中国代表綿製決，質否問数となる． 計溺立案． 1. 2 精度節約巡j}Jの展開。
12. 6 全国都市半労半学教育会議開催。 12.ー ’65年の主要工業生産目標経過途成，化学肥斜対前年 12. 5 日中貿易前年問期比（ 1～10月） 1.6倍にt軸加．
12.ー 一連の人代常務袋民会（21-24回〉政府活動fl泌総 純治279万 t，紡錘対l前年純増140方銀． 12. 17 日中民間漁業協定調印．
12. 30 陳穀副総理，記者者会見で66年の展望を語る。 取。
中 国













第2回A ・A会議主催国アルジエリアが加わっていたことは， A ・A会議をベ トナム
からの米軍撤退の線で統一しようとする中国の構想に対する大きな障害をなすもので
あった。 したがって，平和一無条件話し合いへの動きを封ずることは，中国の当面意




日，北ベトナム，パテト ・ラオ， 中国の 3代表団は，同じ飛行機で昆明からジャカノレ
タに飛んだ。 これに先だち， 14日にすでにファン ・バンドン北ベトナム首相，スファ
ヌボン殿下，周総理，｜凍外交部長が昆明で顔を合わせて 2日間の会談を行った。 ジャ
カノレタでは周，陳，スカノレノ，シァヌーク会談；周， 金日成会談 (17日〉， また4時
間にわたる周，陳，スカノレノ，スパンドリオ，ファン ・パンドン会談（20日〉が行な
われ，同地には，グェン ・パンヒュー南ベトナム解放民族戦線書記長も滞在していた。
さらに18日と22日， ソ連よりの帰途のレ ・ジュアン北ベトナム労働党第 1書記と劉少
奇中国共産党副主席との会談が行なわれた。
これら一連の会談は，インドシナ戦争の現段階では， 各国の軍事的協力体制の協議


























































フランス｜ 36.4 I 43.3 I 58.4 
西独 I 30. 5 I 31. J I 1s. 4 
イ タ リ ア｜ 29.7 I 19.0 I 19.3 
笑国 I 36 . s I 24. 1 I 37 . 4 
西欧 12国計 1 177.7 I 156.3 i 112.1 
日本 i 16.6 I 3s.s ! 62.4 
合計 ； 476.7 ! 428. 8 I_ 533. 7 I 

















#:. i件数 i 内 容
I 1合成アンモニア ・プラン ト；パイカウント機6機，コ メッ
国 I 6 ｜ト機10機（交渉中） ; ポリエチレン ・プラント，貨物船2
｜ ｜隻；ポリプロピレン ・プラント
｜尿素プラント 2件（内 1件交渉中）； 船舶1隻，ノミームオ
．イノレ・フ。ラントオランダ I4 
ニ ｜ iブタノーノレ ・オクチノレ ・アノレコーノレ ・プラン ト；アノレコー
フフン I 4 I 
ノ I ｜／レ ・プラン卜 i遠洋貨物船2隻 i製油設備（交渉中〉
イタ y ャ ｜ 2 ｜尿素プラント，製油設備
スウェーデン ｜ 2 ｜製紙プラント，発泡コンクリート製造設備
オーストリア I 2 ｜酸素製造設備，製銑プラント
西 独－・1--原油分留・オレフィン分離装置，製管プラント（交渉中）





















































































1 9 6 5年 4月 1日
〔外交〕
中 国 日 三土i:,r., 
V周総理はアノレジェからカイロに到着，サプリ ・アラブ連合首相の出迎えをうけ
た。 (AFP＝朝日 4.2) 
〔中ソ〕
v現代修正主義批判一一中国共産党機関紙人民日報は， 周恩来総理を包長とする


















フ修正主義反対闘争を，あくまで進めねばならない。 (RP＝読売 4.1) 
’非同盟諸国の外交筋がパリで述べたところによると，ソ連当局は中国が北ベト
ナム向けのソ連軍事用装備輸送の便宜を拒んだことに関連した覚書を共産圏諸国に
送った。 (AFP＝朝日 4.2) 






















(The Times 4. 3) 
v陳毅外相は，ネバーノレで、目下中国の援助で建設中のカトマンズ一一一ラサ道路を







いるので，事実上契約は31日で失効したと結論するもよれ （朝日 4.2) 
V 日中貿易促進会理事会は，かねて辞意をもらしていた鈴木一雄理事長の辞表を
正式に受理した。後任は5月の定例総会までにきめる。 （読売 4.3) 
- 55ー -( 7 ）一
中国
v朝 9時横浜へ入港したノノレウェー貨物船で戦後20年ぶりに， 3世帯8人の日本










































































































































































-( 12）ー - 60-
中国














































































V キューパ貿易使節団と 2人の医療専門家が北京に到着した。代表団長： Tirso



















- 63 - 一（ 15）一
中国
中国を攻撃することである」。











































































































































































































































たく佐藤内閣の態度ひとつにかかっている。 〈読売 4.17) 
V日本貿易促進協会（石橋湛山総裁〉は15日，昨年（ 1～12月〉の東西貿易依存
度をまとめて発表した。主な商品の東西貿易依存度は次の通り。①輸入：最も比重




























































向当局者はp この協議はおそらく “通常の大使会合γ だろうとしているが3 当地
の大衆紙エクスプレッセンは，他の筋がこれを“それより相当重要性の高いもの”
とみていると報じている。 － （ロイタ←＝朝日 4.20) 
V金日成北朝鮮首相と周恩来総理はジャカノレタで会談を行なった。この会談には
中国但lj;ipら陳毅外相夫妻ら，北朝鮮側jから金光侠副首相夫妻・らが列席，友好的に話




























































































’中国 ・ウガング忽済技術協力協定が北京で調印された。（ANS＝朝日 4.22) 
V ブラジノレで 1年と15日にわたり監禁されていた候法曹氏ら留学関係者および王














































V レ・ジュアン北ベトナム労働党第 1書記兼ベトナム党 ・政府代表団団長は，北











































































































































































































































































































すぐ手をうつなどとまかい神経は使わない方針だ。 （日経 5.1) 
〔経済〕
曹第 1・4半期中共の建設状況一一工業生産大幅に発展：北京放送は中共の今年
第 1四半期（ 1～3月〉の建設状況を伝え，次のように述べたc。工業生産建設の新しい高まりは全国的範囲で現われ始めている。今年第 1. 





噴霧器などは60%ぐらν、ふえている。 おもな新品種の製品， たとえば綿糸， 砂
糖，塩，化学繊維，プラスチック類なども急速に増大してU、る。おもな製品の生産



































































































5月の中｜玉｜の政治動向で， 判：記じておくべきことは，（ i )参謀総長・羅瑞卿の論文
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中 国








































ちの霊安生産品は，）)j（琉 67.3%，砂iM<->7.8%, 機械製紙および板紙15.6%, 巻煙車
22.3%，鉛筆， ミシン等は30%前後，缶詰は約%とー大ilr¥の増）Jlである。 これらは琵；が















万 tの肥料を必要とするυ これに対し去作の肥料生産量は700万 t(E・スノー〉にすぎ
ない。日本の水準は過大にしても，肥料自給にはまだ遠いといえる。 したがって，現在
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1965年5月1日
〔政治〕



























v中国・米国の領海侵入に抗議一一 「人民・日報」オブザーザーパーは， 「ジョ ン
ソン政府の海賊行為を糾弾するj という論説を掲載した。これはアメリカの戦闘地
























し， 5万V, 10万V, 25万Vのコンデンサーの試作に次々と成功した。新しい50万
Vのコンデンサーの成功は，我悶の高圧標準コンヂンサーの製作水準が更に一歩前








曹中国，ベ トナム援助についてソ連非難一一 「紅旗」 4号は，オブ、ザーパの論文
「米侵略者をベトナムから追い出せJを報道，現代修IE主義者について，彼ちはベ
































れは4月9日の119発いらし、の大規模なもの。 (AP=ir)J日 5.5) 
〔経済〕
V第 1・4半期の軽工業の生産は増加し，品質も高まる一一今年になって， 1怪：仁









































































































































































































































































































































































































































































































































































V ベノレリンのドイツ人民解放20周年祝賀大会に，中国政府代表と して， 3日に北
京を出発した陸定ー一副総理は，同大会でベトナム援助は全世界の人民の任務である
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中国
私信である古田喜簡が，今後の1J!Ji.I貿易に対して日本凶民を拘点するものであれ









































































































































V 中国，参謀総長署名入り論文発表ー～ 北京放送によると， 'I国共産党中央委員




V ビニロン・プラント問題の中国側論評一一人l¥;11報は， ーニチ；］｛－ ・ビ‘ニ ロンプ
ラン トの対11珪輸出契約火ガJに関連して， 「｛主藤政J{'.fはlJ, 中貿易破壊の責任を負う
なければならないj と強訓した，w論Hの；i市i;if.をJ易載した。要Ft'ノ）ぎのとおり υ
0佐藤l攻J!'.Jは米国の11サ敵悦政策に追随し，あくまでも古出者：簡に基づャ、てこ
とを運び， 二つ自の ビニロン・プラ・ン ト対中国輸出契約を夫効させた。これは佐



























ないυ （侮l-15. 10) 
月l1日
〔外交〕
























































ラシド ・サイドジャボー氏が着任した。 （北京週報 21)











































































































































一（ 66 ）一 - 62ー
中国
体で 2億5000万ドルから 3億ドノレに達し，規模では世界でも有数な悶際見本市にな


























よれば，中国の香港への輸出は， 1961年6400万ポンド， 1964年は 1万2300万ポンド
であった。増大は主として食料輸出による。 中国の香港からの輸入は1961年が600
万ポンド， 1964年は370万ポンドに減少した。この貿易差額，本国への送金，小売








































































は著しく高まり，総産量は1958年を超過した。 （人民日報 5.21) 
’丹東で養蚕家が 「さく蚕」飼育を拡大一一我国のさく蚕繭の主要地区である遼
寧省の丹東地医では，養蚕家のやl：員が春援の飼育に精を出し拡大している。今作の
丹東rl1は，春蚕を 17i4900余犯弥子（ 1 f巴弟子－とは，一労働力で充分飼育出来る範
囲）の計閣で， 5月上旬ですでに約半数が山に登っている。養否f家は， I.上で生活
し，豊収に努力しているO さくmは1JI上の枠樹の上で、飼育する。丹東地区は歴代中




発表した。 （毎日 5.22) 
’彰真中間共産党1.1:i央委員会政治局委員を団長とする，中間共産党代表団はイン

















類の生産量は，去年の同期より50%から 100%増加しているの 1名“ トレロン”と


























































京へ向った。 (ANS＝日経 5.27) 
Vナイ ジエリアのパレワ首相は，中国が望むなら中風と外交関係を樹立し，中国










v香港の英サ：紙サクス ・チャイナ ・モーニング ・ポストは，中凶は北朝鮮部隊を
中共，北ベトナムの闘境に集結していると伝えた。
〔日中〕
(SCMP 5. 25) 
V 中国のダム ・電力代表団（団長，黄文照中国国際貿易促進委員会技術顧問〉ー
行人が来日した。











“敵銃酸η （パラアノ ・ベンゼン ・スfレフォン椴）
“敵銃納” c／守ラアミノ ・ベンゼン ・スノレフォン酸ナ トリウム〉
は小麦の葉サピ病，葉サビ病，条サピ病を抑制することが出来ることが，多くの地






















































CR P＝朝日 5.27) 





しない用意があると非公式に語った。 〈イ辛口 5.28) 
' 11悶・ ノレーマニア文化協定がブカレストで再開lユPされたυ
〔ベトナム〕



























めの会議を1966年前半中に招集する決議案を提出したO 〈毎日 5.28) 










ころではそのようなことはなかった。 u七｜｝司＝;Ji;ラ官 5. 28) 
〔日中〕
V日本 ・鮮魚を主同から初］輸入一－ft｛；）（丸一刑事はこのほどq1羽随油食品進U:,1-l 











’周 ・スパン ド．リオ会談一一スパンドリオ・イン ド．ネシア外相は，広州、｜で｝剖総雌
陳毅外交部長らと会談した。 なおスパンドリオ外相は20日には東京で日本当局と







(SCMP 5. 28) 




た。総額約2億円で中国向初輪山。 〈日経 5.28) 
V 日中貿易促進会は鈴木一雄理事長の辞意をみとめ，新代表有として専務理事に
｜料井正典常任理事を選／Uした。迎事長は当分空席で，鈴木氏は 6月末の総会で名誉




















は近く中国に経済代表団を派遣するだろう。 （ロイター＝朝日 5.31) 
5月30日
〔外交〕
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中医l
北京から英政J(fにj主した悩慨によると，毛ニu.信は主主病のもょっとし、われる。 ？とιi.:
席は去る4 J] J 3 1-より公HMの山に姿をあらわしてし、ない。 (AP＝朝制 5.30) 
’周総理重要報告一一伺総理は全国人民代表大会常務委員会，国務院の合国会議















る。 （SCMP5. :n) 
l t工蘇省で多数の小耳it化学肥料・’u訴を拡張，改造一一一江麻省で新しく拡張あるい











ド一一一カイロ問のテスト飛行が ChinaAir Serviceによ って行われた。
(SCMP 5. 31) 













る。 構造は簡単，操作使利，電気， 納も不安であり，また人が日疲管理するこ とも
不要で，自動的に｛民地の水を高山の段々畠に送る事が出来る。このポンプ。に必要な
流水量は小さく，落差は低く，揚水距離は相当高い。一般に0.5mの落差の水圧だ
けで揚水が汁i来， l m落差ーの水j王は 20m以上揚水がW1米る。 l台の7K撃ポンプは
100事畝近くの段畠に首長慨がIil来るし，／ト裂のものは i～20華畝に懐紙可能である。
（人民日報 5.31) 

















































































































































































































































































































































-17 - -( 89）ー
中国
「人民日報」記載の春の収穫
省 Et. 口に口I 名 ｜ 対前年増産の程度 ｜記載月日
四 川！ ｜菜 種 ・120%(3年連続豊作） 6. 3 
春 ｛乍 '.:tノL:-. 体 10% 6. 17 
湖 南 菜 種 一般的に増産 6. 3 
江 西 麦 比較的良好 6. 3 
コ弓白王石子： 南 菜 種 10%以上増産 6. 7 
’f ｜早 稲 増 産 6. 18 
西蔵東 部 背線変，小麦， 大麦 20%前後の増産 6. 7 
1可 商 麦 豊 作 6. 7 
湖 北 小麦，そら豆， 雑穀 （増産：全省の三詰のーの地区}16. 11 が25%の収
安 徽 i春作物全体 一般的に去年より増収 6. 11 
険 西小麦r 大安，碗豆，油菜 農作 6. 16 
山 西 麦 一般に連年より増産 6. 16 
貴ー チM 菜 種 主要区10～20%増産 6. 19 
江 蘇 春 作 全 ニ 体 10%前後増産 6. 22 
ヰt F永 表 連続3年増産 6. 22 






















( i ) 全国少年児童の組織化進む 〈人民日報6月1日〉
(ii) 急速に増える半農半学の小学校。 （北京週報 6月8日〉
( ii) China uses warlike games to mould children's minds 
(The Times 6月10日）
(iv) Children play war under plan to keep revolution alive 
(New York Times 6月10日〉
(v) 中国で国民皆詠。 （毎日 6月24日〉
( vi) 毛首席の水泳の呼びかけ 〈光明日報 6月1日〉
( vi) Swimming as military measure (SCMP 6月1日〉
中 国日誌
〔I〕 第2 回 A•A会議
1日 V上ボノレタ大統領は中国に関して「我々は中国を嫌うわけではないが，我々が
独立を達成する問，中国は自国の内政に努力すべきだJと語った。
























の出迎えを受け，ダマスカスでは3時間の逗留中にアミン ・エノレ ・ハフェズ ・シ
リア首相と大統領官邸で会談，カラチではパキスタン高官の／－H迎えと見送りを受
けた。 （北京週報 25)
13日 ▼中国はＡ・Ａの数ヵ国に， ソ連の A・A会議参加絶対反対を通告した， と信
頼すべき筋は語った。 (AFP＝朝日 6.14) 
16日 v新華社，インドが A・A会議の妨害を図っていると論評一一新華社電はニュ





かいらい政権を参加させようとしている。 (ANS＝朝日 6.17) 

















































































なった。 (AFP＝朝日 6.24) 
25日 , A・ A会議中国代表団はアノレジェで「予定どおり首脳会議開催を強く要求す
るJという声明を発表した。 （毎日 6.27) 




27日 ナセル・周・スカルノ会談一一ナセル ・アラブ連合大統領，スカルノ ・インド
ネシア大統領，周恩来中国総理はカイロで公式会談を開き， A • A会議延期の問
題を討議した。 (AP＝朝日 6.28) 
28日 V周，ナセル，スカルノ，アユブ・力一ン4首脳会談。一一ナセノレ ・アラブ連合
大統領私邸で，英連邦会議の帰途カイロに立ち寄ったアユブ ・カーン・パキスタ
ン大統領を迎えて， 4者会談が行なわれ， A ・A問題につヤて 2時間にわたり話
し合った。
このあとアユブ・カーン大統領は帰国の途につき，ブ、ット ・パキスタン外相が
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中国














































存する方が望ましい。 (UPI＝日経 6.4) 
4日 V北ベ トナム副首相の北京，モスクワ訪問一一レ ・タンギ ・ベトナム労働党中
央政治局員兼共和国副首相は 1日政府経済代表団を率いて北京に到着， 3日劉少
奇中共主席と会談した。このあとソ連訪問のためモスクワへ出発した。
〈北京週報 24,SCMP 6. 5) 
















































とられた措置である。 (AP＝読売 6.15) 
V毛主席のインドネシア国会議長への談話一一日本，北朝鮮，中国訪問から帰
ったアルジ・カノレタウイナタ ・インドネシア国会議長は毛沢東中国共産党主席と















しているのをみた。 (AFP＝毎日 6.18) 
V ウィルソン英首相は英連邦首相会議で，英連邦首相が全間的支持を与えるな
らば，ベトナム問題討議のため，ワシントン，モスクワ，北京を訪問する用意が





































































権利も持たない。 (RF＝朝日 6.29) 
〔E〕 中ソ関係
2日 V中ソ科学技術協力委員会第14回会議に出席する中国代表団は空路モスクワに







































































ている。 (UPI＝朝日 6.25) 
〔W〕 外交一般
1日 , Donard Hopson英国北京駐在外交代表は着任後初めて陳毅外交部長と会見‘
全般的に意見をかわした。 (AFP=SCMP 6. 2) 





料・建築用物質供与議定書も調印された。 (ANS＝毎日 6.9) 
9 B V中国北欧経済使節団スウェーデンへーーサト国貿易部副部長雷任民以下12人
は，北欧訪問の一環としてスクェーデンを訪問中。このあとデンマークを訪問の















16日 Vコンゴの故ルムンバ首相夫人が北京を訪問した。 （北京週報 26)
19日 ’インド外務省中国覚書きに反論一一一中国の 5月17日のインドの国境問題に対
する非難の覚え書きに反論し，イ ンド政府は 「今日のアジア ・アフリカ諸国のど
の政府より 中国政府は排外大国主義者，拡張主義者である」と述べた。
(The Times 6. 21) 







































らでも同国産原 ・重油の輸入が実現する見通しである。 （毎日 6.2) 





































上当然である。 （毎日 6.5) 




















































している感じを受けた。 （東京 6.7) 
’佐々木社会党委員長は行きづまっている日中貿易問題を解決するため私自身
中国へ行ってもよいと思っていると語った。 （毎日 6.7) 


















ナムにおいては 5分の 4の土地を解放した解放戦線があり，同じA • A地区と
いってもコンゴのツオンベ大統領には招請状は出なかし，南アフリカにももち











中国側より出されて，注目されている。 〈日経 6.11) 
’孫平化氏のピザ期間が 1年でなく90日となっていたことに関し，摩承志事務

























時の現金払い。 （日工 6.14) 
































理事長問題対策委を設け，宿谷氏の責任を追及していた。 （毎自 6.24) 
24日 V 日中輸出入業者の「東西貿易危機突破緊急業者大会J一一日本国際貿易促進
協会，日中貿易促進会，日中輸出入組合など対共産圏貿易関係7団体は東京 ・大








韓国交正常化の批准に反対するととも決めた。 （朝日 6.25) 
’日中友好協会代表は政府に原水禁大会への中悶代表の入国に特別の配慮を要














































揮官と兵卒の聞の服装にも区別はなくなった。（北京発＝ロイ ター＝朝日 6.2) 
3日 V “国際共産主義運動総路線の論戦”を蒙古，チベット，ウイクツレ，朝鮮の4
ヵ国語に翻訳した。 （光明日報〉










































































8日 V仏 ・中国へ トラック輸出ー一一フランスの，オー トモピノレ・ ベノレリエ社は，こ
のほど中国に大型トラック1000台を売却，このほか同社製品の中国での製造，組
み立ての可能性についても中国側！と交渉している。 (The Times日；経 6.8) 
10日 曹上海のマーケットや街頭の屋台に，金属を骨格としプラスチックを主材料と



































































18日 ' 8種類の優良雑種高梁種田定。 （人民日報〉
19日 V オランダ，中国にターボプロ ップ機売込交渉中一一オランダのFokkerAero・ 
plane Worksの代表は北京で，若干のターボプップ機の売込商談中であると述べ
た。 Fokkerは約100万米ドノレの60座席を持つ，短距離専用機である。商談は非
常にスムーズに進行しており，近く成立をみるであろうと Mr.Sidney van den 










































































































































































































































































（注 5) 人民日報社説「国連はイソドの避難所であるJ9月14日（北京週報 No.
38）。
（注 6) 人民日報観察家「欲蓋弥彰」 7月31日（北京週報 No.32）。
（注7) 人民日報観察家「愚かな一手J6月22日（北京週報 No.26）。
（注8) 人民日報評論員「ウィルソンの大ぞすいJ7月1日〈北京週報No.28）。




























































































































































































































































（大公報7・17, 19, 27) 
（人民日報7・19)
（人民日報7・9)








































6 日 V毛首席・ コンゴ（ブ）婦人代表と会見一一『毛首席はゴンゴ（ブ）革命婦人連盟議
長ヤン：ザ ・サリ ーナ女史を団長とする一行と会見した。









































































































6 日 カンボジア代表団北京訪問一一カンボジア副首相ソン ・サン氏を団長とするカ
ンボジア代表団が北京を訪問した。劉少奇，周恩来両首脳は8日一行と会見した。
’米・蒋海軍の挑発行動一一解放軍漁船保護艦艇部隊は，米国製の蒋介石一味














































































〔E〕 日中 関 係
7 月




























































































































































































2 目 ’蒋総統，中国の核施設破壊を主張一一米紙US・ニューズ ・アンド ・ワーノレ
ド・レポートのインタービュー記事で蒋総統は「米国は中国が核兵器をためこ
み，その運搬手段を開発する前に核施設を破壊すべきだjと主張した。
3 日 Vダライ ・ラマはAF P記者に，国連でチベットの政治的，宗教的解放を主張
したい，と3苦った。
一（ 146）ー - 44-
中国（8月〉























1960年に 119万7000人で， 1965年には 132万1500人となり年平均2%増となって
いる。戸数は1957年前の23万戸から27万7400戸に増えた。ここ 200年はチベット
人の人口は減少しつつあった。
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〔註〕 1. 続瑞卿； 首都各界人民の抗日戦争勝利20周年祝賀大会における演説（リ
月2日〉…・・北京週報 37
2. 様井満洲男：社会主義への中国の道…・・－「思想J(1965. 8) 

























































































































































































































































































中 ． 国（ 9月〉
にする。

































8 目 V中国 ・ネパール新聞コ ミュニケ一一ネパール閣僚会議副議長兼外交・農業・

























































































































































































































到着後アミン ・ノ、フェズ ・シリア革命評議会議長と会見， 2日滞在し， 7日アノレ
ジェに向った。




































13日 ’人民日報社説， 「中国 ・ギニア友好条約締結5周年を祝うJ
14日 曹インドネシア，中国へ経済関係の大使節団一一スカルノ大統領の指示で今年


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































23日 V人民日報社説 AA会議延期を主張一一人民日報は「A A会議は延期すべきで
あるJとの社説を掲げた。

































































































1 日 V全国各地で国慶節祝賀 （特記項目参照〉
’新覆で自治区成立10周年祝賀 （特記項目参照〉






























24日 T 100 m に10秒 G一一四川の｜凍家全選手が重慶で出したもの。 27才の学生。
















































































kいう特集をはじめ， 9月26日， 10月5日， 15日， 26日，とつづけられている。
V青海で合成繊維工場が生産を開始した←－90%の機械は同省で製造された。

















































































































































































































































































































































































































































を含んだ地下水の水位が上がって上壌に しみこみ， 土壌の合杭がWIえるこ と。農作物

































































































































































































説され， 9日にカ ンボジア大使のレセプションで陳外交部長によ って，さら
に29日にアノレバニア解放21周年記念レセプションで周総理によ って演説され















































































この論文の③において「アジア開発銀行J，イ ンド援助，印 ・パ紛争，中 ・印紛争等












































































(1) 「中国背fド」 1965年 No22 王茶、特集号
(2) 「ー不伯苦，二不伯死J 〈人民日報社説 11月さ日〉
(3) 《中国青年》報および、工人日報の社説摘要 〈人民日報 11月10日〉































































- Z1 - 一（251）ー
中 間（11月〉
③ 「本期 ・半労半学中等技術学校卒業生の質の調査」 ー津市第二教育j品： ll:J 
7日光明H報








, 10月に北ベトナム代表団が中3 ソを訪問一一 AFPの伝える北京の信頼でき
る筋によれば， ファン ・パン ・ドン首相を団長とする北ベトナム使節団の北京お
よびモスクワ訪問は， 10月 8日あるν、は10日から28日までの聞におこなわれた。





























5 日 ，＋月革命48周年記念集会一一北京ではラピン ・中国駐在ソ連大使、コワノフ
を団長とする中ソ友好協会代表団，董必武をはじめとする中国指導者など1800人
































































1 日 v人民日報，紅旗両編集部論文 「ソ連共産党新指導部のいわゆる『共同行動』
を反ばくするJ発表。 （特記事項参照〉




















































































































































































































































のの 人民日報は17, 18日と 2日にわたって，任谷平の論文「米日反動派は懸命に
口本軍国主義を復活させているJ，を発表し， 18日社説「朝鮮人民は米日反動派
の陰謀達成萄臨さない」を掲げた。
























































































































































































表され， 24日には， 「カンボジアの神聖な領土を犯すべからずJ との社説が発表され
た。また28日に中国外交部は， 中国人民はカンボジアの反米闘争を全力をあげて支援 －
するとの声明を出した。


























































































(1) fアイジット主席はインドネシア共産党のすぐれた舵手」 12月 3日・光明日報
(2) 「インドネシア共産党と，その所属細織の取締J12月8日・人民日報





















































































































































































































































































































9 日 , 12・9運動30周年祝賀一一1953年12月9日の北京学生の抗日愛国運動を記念



































































1 日 ，工農5型ハンド・トラクター試作に成功一一これは中国が自力で設計し， l年

































合成アンモニアは3 全国肥料産量中1962年の2%から 65年は 11%以上に上昇し
















































































































































































s I 中 ・タンザエア経済技術協力議定 Is l 政治協寓会議全国委閉幕
害調印
6 I 中 ・インドネシア直通民間航空路
開設 I s I 国防委員会全体会議
9 Iモ首席エげスノーと 会見
10 インドネシアの国連脱退を中国支 110I 夜間にU2機撃墜
持






















.. ：・ ・・・， 
、
経 済 日 中



























5 I ソ連首相北ベトナム訪問途上北京 Is I 文学界で中間人物論争活発化
で周首相と会見































































































































































経 済 日 中
事 項 事 項
1 自民党に二つのAA研究グループ
2 人民日報預貯金の増大を伝える 2 中国観光旅行社発足（ 2社）
3 農用資材の生産高揚を伝える


















23 全国工業交通工作会議，同政治工 23 人民日報社説「極東の緊張を強め
作会議閉幕 るアメリカの新たな重大措置」
24 新騒に農業科学院開設 24 ・米国務省対中国貿易の丸子商事と
の取引停止
25 洞庭湖畔に大電力排水瀧概網 －国府への円借款交渉開始






外 交 政 治
事 項 事 項
2 パキスタン大統領中国訪問
3 3 半労半学の大学開設
4 中国で「国際共産主義総路線に関 4 ・中国核実験近しと英国防相語る
する論戦J出版 －全国省市自治区工会主席会議開催





9 中国人民代表大会，代表（ギユア， 9 ・米機侵入に367回目の警告












26 －陳外相パキスタン訪問 26 エドガ・スノー・周会談
・中国 ・アフガニスタン国境議定書
調印
28 周首相アノレパニア訪問 28 全国農業科学実験工作会議
29 周首相カイロ，アノレジヱー訪問 29 中国盛んな観光宣伝




経 済 l 日 中



















21 I 8割以上の生産隊は資金自弁と発 I21 日工展理事長に杉本氏就任
表
28 I 南方地区に慈雨






1 I 現代修正主義批判 （人 民 日報社
説〉
2 I 周総理 ・パキスタン訪問
3 I 陳毅外相アフガユス夕 、ノ，パキス I3 
タン，ネパーノレ訪問 I 4 
5 I “共犯者の姿”英国労働党政府。人
民日報社説



















































































































































































































28 I チベッ トの科学研究機構確立
- 7 ー
経 済 日 中






























30 ．第 1・4半期の中国の建設状況発表 30 日工展開催細目に調印
- 8 ー
5月月表
外 突 政 治


















12 －毛沢東ドミニカ人民の闘争を支持 12 中国南部の鉄道旅客制限
する声明 13 ・国境問題に関する中華人民共和国
国務院通告












28 中国石油工会代表団，インドネシ 28 全国農村半農半学教育会議開催
アへ (3月下旬～4月下旬〉




経 ． 済 日 中
















24 チリ ーから電解銅6000トン貿付け 24 日本・中国から生糸を初輸入




























8 I・中国・タンザニア共同コミュニケ I8 I・人民日報，人民解放軍の民主的伝



















































23 I 上海で無人変電所建設に成功 I 23 I 宿谷栄一民，国際貿易促進協会理
事長辞任
26 I 揚子江の揚水ステーション80万余 I26 I 中国政府，日韓基本条約に反対す













ー 問と会談 I 3 I周，陳両首脳新斑訪問
7 周総理，隙外交部長， A A会議工
新 ｜







1.- I 16 中・ウガソダ共同コミュニケ
19 マルロ』仏文化相訪中 I 19 I 国務院第 157回全体会議〈予算問
題〉
20 I ノレーマニア党大会で郡小平演説 20 李宗仁氏帰国





24 I ネ・ウィン議長の中国訪問 I 24 I 台湾情報チベットで反乱説伝う


















14 I 日本 ・中国米 4万トン輸入
15 I 彦承志氏日本人記者団と会見
, 22 ! 南漢震 ・劉寧一，原水禁大会に訪
日
23 I 上半期に 280の鋼材新品種を製造 I23 I 日本・中国生糸を輸入







外 交 政 治
事 項 事 項






























経 済 日 中
事 項 事 項

































































































































経 済 日 中
一一
事 項 事 項
4 水稲コソパイン作成進む 4 中国専門家代表団来日活発
5 内蒙古の牧畜業の豊収





14 新樋牧畜業の発展 14 訪中日本青年上海でデモ













































経 済 目 中































































































































































































































19 アルゼンチン小麦150万トン輸入 19 北京で「日韓条約」反対集会







































so I 陳外相，日本の 「アカハタ」記者 Iso I・人大常委拡大会議24回 （第 1軽工





経 済 日 中i日｜
1い始めて6000トンガスタ ーピン製作 I1 I 
・工農5型ハンドトラクター試作 ｜ ｜ 
l 3 
4 I 今年 146の窒素肥料工場，新文は
拡大建設は64
5 I 第2軽工業部農業支援会議開催































21 全国機械産品設計会議 ! 21I・中国から粗糖5000トン輸入
・中国へ農薬10億円輸出
22 I 石炭，石油，鋼鉄，今年計画完了 l22 j 中国ヘギヤポンプ ・プラント輪出
成約




30 I LT 2品目を除き妥結，総額2億
ドノレ
- 24ー
